
食品中のカドミウム濃度の国際基準値設定

1263：イムノクロマト法等によるカドミウム濃度簡易測定
のムギ、ダイズ、野菜への適用

従来の農作物中カドミウム濃度分析
高額な分析機器が必要→分析機関が限定
分析には数日間必要 →出荷に間に合わない
→外部委託＝高額（5 000円以上／検体）

国内でもコメ以外の食品で基準値が設定される見込み
畑作物生産においても基準値を満たすことが必要

背景
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→外部委託＝高額（5,000円以上／検体）

高額な分析機器が不要→
生産現場での出荷前自主
分析

畑作物


